





















































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 33 号（2013 年 3 月 20 日）
Ⅳ　まとめ
１　実践後の学生の主な感想
・テレビや新聞のニュースに関心が高まり，授
業での教材化を考えるようになった。
・時事的なニュースのほとんどが公民的分野の
授業とつなげられると感じた。
・時事的な問題の内容を自分がよく理解しなけ
れば，教えることは難しいと感じた。
・リアルタイムな問題は生徒も興味・関心を示
すであろうと確信した。
・幅広く情報を捉え，多面的・多角的な視点で
考え，自分なりの意見を持つことの大切さを感
じた。
・たくさんの情報や意見の中で生徒に何を伝え
るべきか難しさを感じた。
・忙しさの中で，毎日，新聞をチェックするよ
うになったことが最大の収穫だった。
・社会が刻々と変化する中で，諸問題に対して
敏感に考えていく必要と難しさを感じた。
・インターネットからだけでなく，他のメディ
アからも情報を得るべきだと感じた。
・社会科の授業は世の中の動きに直結している
ことを改めて思った。
・すべてのニュースが中学生向きに書かれてい
るわけでなく，難しくても伝えたいことを上手
に伝える方法を考えねばならない。
・新聞記事も教材化の視点から見ると主観的な
意見が入っているものもあり，教育効果を上げ
るには工夫も必要と気づいた。
・生徒にとって身近で，わかりやすく，伝わり
やすい記事とは何だろうといつも考えていた。
・多くの資料の中で，記事の信ぴょう性，分か
りやすさなど情報選択の力が試される。
・これまで自分が時事問題に興味・関心を持っ
ていなかったことを痛感した。
・時事的な問題は常に変化していくので，毎日
のチェックが大事だと感じた。
２　見えてきた成果と課題
①　成果
・時事問題に関する関心が高まった。
　先に示したアンケート結果は発表途中のもの
であり，その後の学生の変化を読み取れるもの
ではない。しかし，事後の感想や授業時の話題
に，不十分ではあるが確実に関心の高まりを感
じることができるようになった。
・教材化の楽しさを体得しつつある。
　日常的に教材化の視点を持って時事的な社会
事象を捉え，その楽しさを感じられる学生が増
えている。先の教材化例のＡ，Ｃ，Ｄ，Ｅさん
や，指導案例１　Ｈさんの資料は１級資料と評
価できる。また，指導案例２のＩさんは夏季休
暇中継続して教材化を追いかけたことがうかが
える。しばりをかけなかった二本目の指導案に
ついて，多くの学生が時事的な問題を教材化し
たことにも表れている。
②　課題
・教材内容の吟味，選択の重要性の認識
　この単元で自分は何を教えたいのか，そし
て，生徒たち自身が「もっと学びたい」「追究
したい」と考えるのに適した教材なのかという
視点が今一歩である。高みを望むなら，単元を
貫き，社会的事象の本質が浮き彫りになるよう
な教材なのか吟味する視点が欲しい。刻々と変
化する教材の難しさはあるが。
・教材化の工夫
　時事問題を教材化するとき，中学生にそのま
ま与えると難しいことが多い。中学生の実態に
あわせ，加工したり，いくつかの情報を組み合
わせたり，視聴覚機材を活用するなど，多面
的・多角的な考察ができ，わかる授業に結びつ
く創意工夫がもっと必要である。
・教材を生かす方法，評価の組み合わせ
　今回，せっかくの時事問題教材が指導法の未
熟さで生かし切れなかった例があった。当たり
前であるが，その教材を最も効果的に生かす指
導法や評価法を組み合わせて初めてよりよい授
業づくりとなる。
─ 97 ─
時事問題を教材化した授業づくり－教科教育法（社会）での試み－
３　今後の展望
　学生についていえば，時事問題を題材にした
教材づくりの一方法の経験が，４年次の教育実
習や教員採用試験時，あるいはその先に役立つ
ことを期待したい。この手法を応用，発展させ
ることで，少なくとも教材といえば教科書しか
浮かばない授業からの脱却に役立つことを期待
する。
　私については，限られた時間のなかで，見え
てきた課題をどのように学生に伝えていくかも
含め，より有効な実践を今後も追究していきた
い。
注
１）中学校学習指導要領解説　社会編
　　平成２０年　文部科学省
　　日本文教出版
２）全国中学校社会科教育研究大会
　　横浜大会紀要　平成１７年度
　　横浜大会の大会主題は「意欲的な学びの追
究」であり，材・方法・評価の視点からの研
究であった。
